
臨床研究に関する情報公開 
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リンパ節転移のある前立腺癌に対する放射線治療の調査研究 

＜研究機関・研究責任者名＞ 

浜松医科大学医学部 放射線腫瘍学講座 中村 和正 
＜研究期間＞ 

承認日   ～   2019 年 12 月 31 日 

＜研究の目的と意義＞ 

リンパ節転移のある前立腺癌の放射線治療については、１）全骨盤照射後に局所照射、２）局所照射のみ、３）照射な

しなど各施設で治療方針が異なっているものと考えられます。 

臨床的リンパ節転移のある前立腺癌は、全身病であり前立腺癌死する可能性がある。前立腺がん診療ガイドライン

2012 年版では、複数の治療法を組み合わせた集学的治療が必要とされているが、最適な治療法は定まっていませ

ん。最近の報告では、ホルモン療法に局所治療を併用することで上乗せ効果があるとされておりますが、前向き試験

の報告はありません。本研究の目的は、本邦でのリンパ節転移のある前立腺癌に対する放射線治療の現状を把握す

ることです。本研究は、より多くの症例データを短期間で集積するために計画された多施設共同研究であり、既存の資

料を後方視的に調査する観察研究です。 

＜対象となる患者さん＞ 

2011 年 1月 1日～2015 月 12 月 31 日の期間にリンパ節転移のある前立腺癌に対する放射線治療を行った方 

＜研究の方法＞ 

本研究は特定非営利活動法人日本放射線腫瘍学研究機構（JROSG)の後援で行われます。「追跡調査表」として

JROSG 事務局（データセンター）から配布します。各施設でデータ入力後、「追跡調査表」を事務局に返送する形でデ

ータ集積を行います。 

集積するデータは、病気の広がり、放射線治療前の治療、放射線治療との併用療法、放射線治療後の治療、病理組

織、組織型、放射線治療期間、放射線のあたる範囲、放射線の量、治療効果、有害事象、予後などであります。これら

は通常、臨床経過をみるための検査としてすでに実施されているものです。 

これらのデータをもとに、これからのリンパ節転移のある前立腺癌の放射線治療の実態調査を行います。 

＜研究組織＞ 

日本大学医学部附属板橋病院放射線科 外来医長 前林 俊也（研究代表者） 

京都大学医学部附属病院 放射線治療科 溝脇 尚志 

 

日本放射線腫瘍学機構参加施設 全 135 機関 

日本放射線腫瘍学機構公式ホームページ http://www.jrosg.jp/ 

＜お問い合わせ窓口＞ 

浜松医科大学 （静岡県浜松市東区半田山一丁目 20番 1 号） 

医学部附属病院放射線治療科           氏名：中村 和正 

電話：053-435-2111  内線：（医局）2242  （PHS）2037 

日本大学医学部附属板橋病院(ver.1512) 


